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◇国際電気通信株式会社の創立： 2 • • p.5 
◇最近のトピックス ．．．．．．．鬱 p.7


















































































































































































































































































に関する申 を提出して行動を開始した。逓信省 通信は、波長が8,000m（周波数： 37.5kHz)から
の磐城無線局で対米通徊は曲りなりにもせよ解決し 30,000m (lOkHz)の超長波が使用されていた。無線










































































































No.32 • 33 (2002年4/5/6/7月号） ：電気通信大学100
年⑪一‘‘目黒無線講”の卒業生④続ー〔卒業
生：柏崎栄太郎（前号から続く） ．眩しいア
ン夫人の笑顔・根室へ出発直前のエンジン・
トラブル・計吐夷島の風下に曳航．粗末な通
信機器・新知島の武魯屯湾へ曳航．憂愁のア
ン夫人を慰める・待望の武魯屯湾へ入港〕
下記の貴重な資料の寄贈を受けた。寄贈者のご好意に衷心から御礼申上げる。
太平洋学会：複写機、陳列ケース、その他
同学会の事務室模様替えに伴い、標記の什器類と
太平洋島嶼の文化的資料に加えて『環海異聞』絵画
（複製）の寄贈を受けた。文化的資料については、
資料館のスペースが拡張され次第展示する。
日本アマチュア無線連盟：蒐集／所蔵品一式
同連盟の事務室縮小に伴い、これまで蒐集／所蔵
してきたアマチュア無線関連の貴重な蒐集／所蔵品
ー式の寄贈を受け展示した。
石川俊彦氏（元自衛官） ：軍用通信機一式
軍用通信機：太平洋戦争中に米軍の航空機に搭載
された無線機器の中心をなしていたAN/ARC-5シリ
ーズの送信機／受信機。当時の軍用無線の技術水準
を知る上で必須の資料である。
東京大学電気系図書館：『電信協會々誌』
1892（明治25)年に逓信省の浅野応輔が電信協會
を設立すると、同協會に官民の若い技術者たちが集
まり、新しい知識を求め研鑽に努めた。その新技術
普及活動の中心が『電信協會々誌』で、マルコーニ
の無線電信などもいち早く紹介された。
1918（大正7)年に電信協會が・母体となって本学
の前身校「無線電信講習所」が設立されると、同誌
には「講習所」の運営に関する記事も記載された。
したがってこの『電信協會々誌』一揃は日本の電気
通信の歴史ばかりでなく、電通大の成立ちを知る
で、きわめて貴重な文献である。
東京農工大学の高橋雄造教授のご憲力で当資料館
への寄贈が実現した。
（株） NTT：海底ケーブル中継器
国内光海底ケーブルの中継器。光ケーブルが敷設
され始めた1980年代初頭、光を電気信号に変換して
増幅し再び光に変換して伝送する、技術的にきわめ
て興味深い方式が採用された中継機である。
（社）共同通信社：平面走査型FAX送画装置
FAXの送画装置が回転円筒型から平面走査型に
移行した1970年代の製品。共同通信社が船舶向けの
無線FAX「共同ニュース」を送信するために使用
した。
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